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ブロック担当司祭団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西ブロック評議会
２００６年度京都南部地区西ブロック短期宣教司牧計画評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１、共同宣教司牧を更に推進するためにお互いのコミュニケーションを大切にする地域共同体

（０６年度のねらい）
２００５年のブロック活動はお互いに共同体のプロセスを共有しながら活動が出来ましたが、その中で世代を超えた信仰による交流と新たな福音宣教への動機を持つ必要性が確認されました。今年はより一層相互に交流し信仰を伝えるための動機を高めることでした。
（担当司祭団の評価）
教区的なニードを適切に信徒に知らせ、地域の現状を見た上で新しい宣教司牧の精神を考察し、またその方法を信徒と共に行うことが出来た。
（担当司祭団の課題）

信徒養成の方法は少しずつ実行出来ていますが、もう少し信徒の現状分析を行った上で計画的に養成計画を作り、それに基づいて行う必要性を感じた。

（信徒の評価）

ブロックの役員は教区のことや地域のことを理解しようと努めた。また各小教区の信徒が様々な講座に参加できるように司祭と信徒のパイプ役になっていた。またブロックの信徒たちは自分の信仰生活が様々な人々に影響していることに気づきつつあると思いました。そして従来から共同体に存在した閉塞した人間関係は分かち合いや細かなコミュニケーションを行うことによってお互いにプラスに変えられるていくように努力出来ましたし、このことの表れが教会共同体への奉仕の参加者が微増したことや、ミサ典礼に参加する人々の数や表情に表されていると思います。
2、 各自の実情・生き方を通して共同宣教司牧の実りと各自の福音宣教を評価しあう共同体

（０６年度のねらい）

２００５年度は共同体における賜物の識別と分かち合いをテーマとしましたが、教会はそれ自体が宣教的であることに気づき、何かしらの活動を行い、再びそれを信仰共同体で分かち合うことでした。
（担当司祭団の評価）
講座を絶えず見直しながら実行していくことは担当司祭団の共通の目標でした。この目標は達成されていますし、新しい養成講座やグループ・セッションに挑戦出来ました。
（課題）
新しい養成講座やグループ・セッションを計画的に実行し、信徒のニードを鑑みながら引き続き新しい方法を模索する必要があります。また担当司祭団だけでは出来ない養成は他の司祭・修道者・信徒との協力で進めていく必要があります。
（信徒の評価）
分かち合いにおいては司会者と共に御言葉や信仰の分かち合いが出来ていますし、苦手な人も少しずつ慣れてきたと思います。信徒どうしの小さな分かち合いからブロックの公開分かち合いに至るまでのプロセスを理解し、信徒どうしがお互いに福音的な影響を与え合っていることに気づいたと思います。また自分たちがどのような教会を目指したいのか、そしてどのようなキリスト者として生きていきたいのか、そのために何が必要なのかということを具体的に司祭団に伝えていますし、自分たちの課題をお互いに共有しあう習慣も出来ていると思います。
